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　鹿児島大学農学部害虫学教室

Life　history　of　Sepedon　saut ｛！ア’Hende 至（Diptera，　Sciornyzidae）

　　　By　Ak ［ra　Nagat・mi 　and 　Kanet ・ shi 　Kushigemachi

　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　 言

　ヤ チ バ エ 科 Sciomyzidaeの 研究は わ が国で は まだ全 く行 な わ れ て い な い ．著者等は 最も

普通 な 邦 産種の 1つ と考 え られ る ヒ ゲ ナ ガヤ チバ ェ の 生態 に っ い て 1963 お よび 64 の 両年

に 鹿児島大学農学部構内で 調査 して 若干 の 知見を 得 た の で 以下 に 紹 介 す る．な お 詳細は さ ら

に 資料を集めた上 で 発表 した い ．

　本種は 加藤 （1950） に よ っ て Sepedon　sphegeus 　Fabricius（ヨ
ーv ッ

パ に産す る） と記

さ れたが，伊藤修 四郎教授か らの 私信 に よ る と， 同教授提供 の 標本 に 基 づ い て フ ィ ン ラ ン ド

の Richard　Frey博士が Sepedon　sauteri 　Hendel （台湾に 産す る ） と 同定 した よ しで ，こ

こ で は 後者 の 学名 を採用 して 置 く．本種 の 分布地 は本州，九州，台湾とな る．

　本文 に入 る に先立ち，常に御指導をたまわり， 又本稿校閲 の 労をとられ た 鹿 児島 大 学渋谷

正 健教授，ヒ ゲ ナ ガヤ チ バ エ の 学名を御教示下 さつ た大 阪 府立大学伊藤修四郎教授，ズ イ ム

シ ア カ タマ ゴ バ チ の 同定 を して い ただ い た九 州大学安松京三教授 に 深 く感謝の 意を表す る．

］

木論 文 で は省 略 す る．

ノ
！
！葺 態

　　　　　　　　　　　　　　　　 習　　　　 性

　成虫は 水 田，溝，池などに 沿つ て 見 出され （第 5 図），常に 下 向きの 姿勢で 静止 ， 歩行 ，

交尾 （第6 図）して い る．貝の 死体や ア リマ キの 分 泌 物 な ど を な め て 餌 と し，イ ネ，浮草，

そ の 他水辺 の 種 々 の 植物葉上 に卵塊 を 産みつ ける （第 ト 2 図）． 弖卵 塊を 構成す る 卵粒数

は 1　− 37 で あつ た．

　幼虫 は水中で は呼吸不可能で ，水画上 を浮遊 して 移動 し，水 際に あ つ て ヒ メ モ ノ ア ラ ガ イ

Lymnaea （Galba）ollula 　Geuld を攻撃す るが （第 3図 ），
1頭 の 幼虫が成長 を 完了 す る まで

に 倒 す 貝 の 数は 飼育の 結果 で は 6 −16に 及 び，こ の 間に 2 回の 脱皮を行なう．食物として 選

ぷ 貝の種類 の 範囲は詳かで はな い が ， 鹿児島大学学生の 橋元 紘爾君が 農学部構 内で 1 頭 の 老

熟幼 虫 が ヒ ラマ キ ミ ズ マ イマ イ Gyraulus　 hiemantium（Westerlund ）を 襲つ た の を 目撃 し

て い る．鯑 ヤ チ バ エ 科の 融 雌 雕 と従来賭 え られ て 吐 が （例 え ば Imms，　ig57参

嶢：
現 在は 北海道 大学農学部昆虫学教室
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照），こ れ は誤 りで 科全体貝類 を食す る こ とが 近年確か め られ た （Berg ， 1953， 1961，　etc．）．

蛹 （cr　4 図）化場所 は畦 畔，稲茎，水路 の コ ン ク リー ト壁 な どで 水 際で あ れ ば 何 処 で も よ い

よ うで あ る．
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Figs．　i−6．　 Sepeゴon ∫α〃 eri 　Hendo1 〔1 ： the　egg −masses （on 　the　leaves

of 　a　fioating　weed ）；2 ： the　egg −masses （on 　the 　leaves　of 　a　rice 　plant）
which 　had　been　parasitized　by　 Trichogramma 掴ρo πごeum 　Ashmead ； 3：

the　larva　which 　is　feeding　on 　Lymnaea （Gat加） ollula 　Gould ； 4 ： the

　　　　　 pupa ；　5 ： the　habitat；　6 ： the　adults 　 in　copula 〕．
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　　　　　　　　　　　　　　　周　　年　　経　　過

　成虫は 1年中 目に つ く．卵 は 4− 8月 の 聞に た くさん見 出され る．（11−2 月 に は 全 く存在

しな い で あ ろ う）．各期 の 発育 日 数は 第 1，表 に 示 され る．

　繁殖期は 4 − 9月で こ の 間に 何度も世代を く り返 す わ けで あ るが ，越冬は成虫態で の み行

な わ れ る よ うで あ る．

　　　　　　Table　1．　Developmental 　perlod　of　Sepedon　sauteri 　Hendel．
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　著者 の 1 人 櫛下 町 は 1963 年 6月 3 日に ヒ ゲナ ガ ヤ チ バ エ の 134 卵塊を採集した が ，
こ の

うち 117卵塊から同 1種 の 寄生蜂が 出た （第 2 図）．134卵塊の 総卵粒数 は 2，123 で ，こ の っ

ち 1，395 が寄生蜂 に 侵 され て い た．すな わ ち卵塊寄生率 87．3 ％，卵粒寄生率65．8％で あつ

た．7 月下 旬か ら 8月上旬 にか けて こ の 寄生蜂を 連続 して 2世代，ヤ チバ エ 卵を与えて 飼育

した が，室 温 は ほ ぼ一定で 29−30 度 で あ つ た． こ う して 羽 化 させ た もの を 安松教授 に 同定

して い た だ い た 結果 ズ イ ム シ ア カ タ マ ゴ バ チ Trichogramma 　japonicum　Ashmead で あ る

こ とが 判明 しナこ．

　水 田 とそ の 水路 に ア ブ Tabanidae の 幼虫 が 相当数見 出 され る．1963 年 6月上 旬，ア ブ幼

虫 1頭 を ヤ チ バ エ 幼虫 の 入 つ て い る シ ャ
ーレ に放 つ たと こ ろ ， 前者が 後者を 刺殺 した．こ の

幼虫 と は 嬲 の 個体で あ る が，橋元 紘爾君が 6 月 4 日に 野外 で 採つ た もの を シ ャ
ー

レ 内で 別 に

餌 を 与え ず ， 蛹 化場所だ け作つ て 放置 して い たと こ ろ 7 月 2 日 に 羽化 し， タ イ ワ ン シ ロ ア ブ

Tabanus 　amaenus 　Wa 三ker で ある こ とが判明 した．

　　　　　　　　　　　　　　　 益 虫 と し て の 価 値

　上述の よ うに 幼虫は ヒ メ モ ノ ア ラ ガ イ を食べ ，又卵は ズ イ ム シ ア カ タマ ゴ バ チ に 答 生 され

て 直接間接 人 類に 役立つ て い る ．

　ヒ メ モ ノ ア ラガ イ は 周 知 の よ うに 肝蛭 の 有力 な 中調 寄主 で ，日本全土，琉球，台湾 ， 支那

大陸 に 分布す る．ち なみ に 肝蛭 は牛 ， 羊 ， 山羊 ， ラ クダ，ノ ウサ ギ ， 稀 に豚，馬，入 の 胆 管

に 寄生 し，北海道，東北 に は比 較的少 な い が ，関東，関西，四国，九州で は 寄生 率 が高 い ．ズ イ

ム シ ア カ タ マ ゴバ チ は ニ カ メ イ ガ Chilo　 SUPPi
’
essalis　Walker の 重要 な 天敵で あ るが，寄

主 の 転換 を行 な わ な けれ ば 世代 の 維続 が で きな い の で あろう．ヒ ゲ ナ ガヤ チバ エ の 卵は 夏期

水 田 に 常 に た くさん 見出 され る の で ，ズ イ ム シ ア カ タ マ ゴバ チ の 存続上大きな 貢献を して い
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Su皿 mary

　The 　results 　of　our 　 observation 　on 　the　 biology　of 　Sepedon　sauteri 　Hendel 　are 　as
follows．

　The 　adult 　is　found 　along 　the　paddy一負eld ，　ditch，　pond ，　etc．，　and 　lays　the 　egg −mass
on 　the　leaves　of　various 　plants　growing　close 　by 　the　water ．

　The　larva，　which 　has　d三册 culty　in　respirat 孟on 　below　the　water 　and 　floats　o 鼡 he　top
of　the　water ，　attacks 　Lyn亅nae α （Gatba） o伽 1α Gould，

　which 　is　an 　intemlediate　 host
of　the 且uke ，　at 　the 　edge 　of 　Ihe 　water ．　 It　passes　three　instars　and 　k量Ils　six　to　sixteen

s且 aRs 　 until 　pupation　which 　takes 　p王ace 　throughout 　the　waterside ．

　It　seems 　that　the　reproduction 　occurs 　from　Apr 最 to　Septeniber 韮n　which 　a　number

of　ge且 erations 　comes 　to　pass　and 　the　hibernation　is　made 　only 　at　the　adult 　s重age ．
The 　dcvelopmental　period　is　shown 　iR　Table 　1．

　亙tis　interesting　to　note 　that　the　egg 　is　parasitized　by　TrichogramJna　japonium　Ash−
mead 　which 　is　a　natural 　enemy 　of　the　rice　stem 　borer，　Cntlo　suppressalis 　Walker，

湾ヒ．鳶．、
く

、、

⊃

丶

Phor 皿 ia　regina （Meigen）の 新産地

倉　橋 弘

　小児 マ ヒの ウ ィ ル ス を体内で増殖させ る とい う衛生上注目すべ き蠅 Phormia　regina は ，

北 方系 の 蠕で わが国で は北海道 に は 普通 に見 られ るが，本州で は盛岡，山形，直 江津 と点 々

と発 見 され て い るだ けで あ る．

　と こ ろで 著者 は本年 1964年 5月 ユ5 日 と 21 日 に 計 17 ♂♂ ，
1 ♀ を金沢市金石 町地 内で 採

集 した．附近 に は養鶏所 が あ り， ニ セ ア カ シ ヤ の 林 申で ， ♂ は そ の 葉上 に 見 られ，♀は鶏

の 死体 に 他の キ ン バ エ と と もに 来て い た．

　本種 の 日本に おけ る最南記 録 と思われ るの で こ こ に報告す る ，
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